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今年度第3回⽬となる⼼電図検査研修会が開催されました。「こんな⼼電図の時どう読影し
ますか？」と題してパネリスト3名と司会者、計4名の講師が⾃施設の症例を提⽰し、参加者
は受付で配布された資料（⼼電図）を各⾃で判読して、各講師が解説する形式で講義が⾏わ
れました。不整脈、虚⾎の⼼電図判読の⼿順に始まり、教科書にはあまり載っていない左脚
ブロックの⼼筋虚⾎評価や普段なかなか遭遇することのない低体温症の⼼電図など7症例が
提⽰されました。講義は⼼電図の所⾒解説にとどまらず、別の講師が違った⾓度から問いか
け、それに回答する⽅式で、注意すべきポイント、同様の症例に遭遇したときの対応、各施
設の（緊急）報告の取り決めまで盛り沢⼭で、とても楽しく聴講できました。
⼼電図変化が軽微でも患者さんの訴えをよく聞いて波形を推測し考えながら⼼電図を記録す
ること、胸痛を主訴とする患者さんから症状を聞き出すコツ、判読に役⽴つ⼼電図記録のコ
ツ（延⻑記録、追加誘導）、過去の⼼電図との⽐較の重要性など。毎⽉1回、⼼電図の勉強
会を開催している「ひよこの会」の中⼼的メンバーである講師陣のお話は説得⼒があり、翌
⽇から⼼電図を記録する際に役⽴つポイントが満載でした。
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⼼電図検査研修会
令和2年2⽉13⽇（⽊） 18：30〜20：30

総数：50名（京臨技会員：49名）
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「こんな⼼電図の時どう読影しますか？」


